
お
も
な
内
容

こんなときは必ず 14 日以内に

国保の加入・脱退の届出 ……………　２
パブリックコメントを募集

富里市地域防災計画（修正素案） ………　２
こころに余裕をもって

交通事故を防止しましょう …………　３
富里歴史講座　ほか

としょかんねっと－増刊号－ ………　５
募集します

根木名学童クラブ指導員 ………………　６

　

富
里
の
夏
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
「
す
い
か
ま
つ

り
」
が
６
月
14
・
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
里
の
特
産
で
あ
る
「
す
い
か
」
を
広
く
紹

介
し
、
品
質
や
技
術
の
向
上
と
共
に
栽
培
の
更

な
る
振
興
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

　

14
日
の
す
い
か
共
進
会
で
は
、

市
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
１
１
９
点

が
、
色
沢
や
形
状
、
食
味
や
糖
度

の
高
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
生

産
者
の
皆
さ
ん
の
技
術
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
と
す
い
か
づ
く
り
へ
の
情

熱
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
15
日
の
す
い
か
ま
つ
り
で
は
、
多
く

の
来
場
者
が
訪
れ
、
夏
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
ま
つ
り
当

日
は
、
県
外
か
ら
の
来
場
者
も
多
く
、「
す
い
か

き
れ
い
に
早
食
い
競
争
」
や
甘
い
す
い
か
が
食

べ
ら
れ
る
「
試
食
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

まつり

晴
天
に
恵
ま
れ
夏
模
様

富
里
市
す
い
か
ま
つ
り

丸朝園芸農業協同組合代表理事組合長賞

印旛地域農林業振興普及協議会長賞

篠原　和子（立沢）

千葉県印旛農業事務所長賞

北総農業共済組合長理事賞

髙知尾光雄（十倉）

イトーヨーカドー成田店長賞

富里市商工会長賞

諸口　幸雄（十倉）

＜敬称略＞

特別賞

千葉県知事賞　　　　　齋藤己千男（高松）

富里市長賞　　　　　　落合　良枝（十倉）

富里市議会議長賞　　　秋葉　博之（高野）

富里市農業委員会長賞　皆川まさ子（十倉）

千葉県農林総合研究センター長賞

セブンファーム富里代表取締役賞

　　　　　　　　　　　中嶋　陽一（十倉）

富里市農業協同組合代表理事組合長賞

公益社団法人千葉県園芸協会長賞

　　　　　　　　　　　御園　善之（高野）

重いで賞【15 ．８㎏】

成田国際空港株式会社代表取締役社長賞　　越川　重信（十倉）　　　　　　　　＜敬称略＞

すいか共進会受賞者

▲すいかきれいに早食い競争では、家族や知人の応援や賞品のすいか
　を手にした勝者の歓声で、盛り上がりました。

■種類

○広報とみさと－縮刷版－

　　昭和 29 年５月～昭和 54 年４月

○広報とみさと－縮刷版－

　　昭和 54 年５月～平成 ４ 年３月

■価格　各１，０００円

■販売場所　秘書広報課窓口

問秘書広報課秘書広報班　 （93）１１１２

　広報とみさと縮刷版を販売しています。富里

の歴史や歩みを知ることができ、懐かしい写真

を見ることができます。

■
日
時　

９
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

　
　
　
　

８
時
30
分

　
　
　
　

（
開
場　

午
後
６
時
）

■
場
所　

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
費
用　

無
料

■
定
員　

先
着
20
人
（
要
申
込
み
）

■
対
象　

市
民
ま
た
は
参
加
を
希

　
　
　
　

望
す
る
人

■
内
容　

今
回
の
と
み
さ
と
協
働

塾
で
は
、
小
さ
な
困
り
ご
と
で
も

一
人
で
は
解
決
で
き
ず
に
困
っ
て

い
る
人
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み

を
考
え
、
共
助
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

■
申
込
み

　

８
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

に
て

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、

次
を
明
記
し
て
送
信
。

○
「
と
み
さ
と
協
働
塾
申
込
み
」

○
氏
名　

○
住
所

○
電
話
番
号　

○
年
齢

○
所
属
（
団
体
な
ど
の
名
称
）

　

送
信
後
、
送
信
し
た
旨
を
電
話

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申
込
先

　
市
民
活
動
推
進
課

　
市
民
協
働
推
進
班

　

（
93
）
１
１
１
７

　
ＦＡＸ
　（
93
）
９
９
５
４

　

k
y
o
d
o
@

c
ity

.to
m

isa
to

.

　
　 lg

.jp

例えば…
　ひとり暮らしの高齢者
が、ゴミの集積所まで運べ
ず困っている時、出かける
ついでに運んであげるなど、
地域の人たちが相互に助け
合える仕組みを構築できな
いでしょうか。
　こうであったら良いなと
いう、ちょっとしたアイデ
アが、より良いまちづくり
に繋がります。

塾長　中村正明さん
（まちづくり

プロデューサー）

　
と
み
さ
と
協
働
塾
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を
取

り
入
れ
、
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
新
た
な
発
見
や

連
携
の
可
能
性
な
ど
を
共
に
考
え
、
学
び
、
持
続
可
能
な
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
探
る
場
で
す
。
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共
進
会
に
出
品
さ
れ
た
自
慢

の
す
い
か
を
審
査

共
進
会
表
彰
式
で
知
事
賞
を

受
賞
し
た
齋
藤
己
千
男
さ
ん

重
さ
当
て
ク
イ
ズ
。
正
解
し

賞
品
の
す
い
か
を
ゲ
ッ
ト
！

お
い
し
い
す
い
か
を
味
わ
え

る
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気

身
近
な
困
り
ご
と
を
地
域
で
解
決
　
～
住
民
相
互
の
支
え
合
い
～

今回の

テーマ
と
み
さ
と
協
働
塾
開
催
　
参
加
者
を
募
集

平
成
26
年
度
第
1
回

広報とみさとの

縮刷版を

販売しています



　より良い地域コミュニティづくりや、高齢者

への支援体制がより求められています。もしも、

次のようなことに気づいたらご連絡ください。

○郵便受けが新聞や手紙などでいっぱいになっている

○洗濯物が何日も干したままになっている

○暑い日や雨の日なのに長時間屋外にいる

○服が汚れていたり、お風呂に入っている

　様子がない

○高齢者を訪ねると家族に嫌がられたり、

　会わせてもらえない

○家族が高齢者の介護で疲れている様子が

　うかがえる

問・連絡先

　高齢者福祉課高齢者支援センター

　（地域包括支援センター）　 （93）４９８１

2

こ
ん
な
と
き
は
必
ず
14
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
届
出

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
14
日
以
内
に
加
入
・

脱
退
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険に加入するとき

こんなとき 手続きに必要なもの

転入したとき
印鑑、免許証など本人確認ができるもの

子どもが生まれたとき

退職などで社会保険を離脱したとき 健康保険の離脱証明書、印鑑、

免許証など本人確認ができるもの社会保険の扶養家族からはずれたとき

生活保護を受けなくなったとき
保護廃止決定通知書、印鑑、

免許証など本人確認ができるもの

外国籍の人が国民健康保険に加入するとき
在留カード、印鑑、

免許証など本人確認ができるもの

国民健康保険を脱退するとき
こんなとき 手続きに必要なもの

転出するとき 保険証、印鑑

社会保険に加入したとき 国保と社会保険の保険証（社会保険の保険

証が未交付の場合は加入したことを証明す

るもの）、印鑑社会保険の被扶養者になったとき

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

死亡したとき
保険証、印鑑

外国籍の人が国民健康保険を脱退するとき

し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
申
告
・
修

正
申
告
し
た
場
合
も
同
様
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
資
格
取
得
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
の
給

付
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り

ま
す
。

問
国
保
年
金
課
国
保
班
　

（
93
）
４
０
８
３

問
・
申
込
先
　
総
務
課
人
事
給
与
班
　

（
93
）
１
１
１
３

　

平
成
26
年
度
富
里
市
職
員
採
用
試
験「
消
防
・
土
木
技
術
職（
初
級
）・

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
保
健
師
」
と
「
一
般
行
政
初
級
職
（
身
体

障
害
者
）」
を
実
施
し
ま
す
。

　
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験

　 

市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す

富
里
市
地
域
防
災
計
画

（
修
正
素
案
）

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を
踏

ま
え
て
、
市
民
の
生
命
、
身
体
お

よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
富
里

市
地
域
防
災
計
画
」
の
修
正
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
修
正
素
案
を
作
成
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　

７
月
15
日（
火
）～
８
月
４
日（
月
）

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
閲
覧
方
法

○
市
民
活
動
推
進
課
窓
口

○
日
吉
台
出
張
所
窓
口

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

○
市
民
活
動
推
進
課
窓
口

○
日
吉
台
出
張
所
窓
口

○
郵
送
（
４
日
消
印
有
効
）

○
Ｆ
Ａ
Ｘ　

○
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
意
見
を

考
慮
し
、
最
終
的
な
意
思
決
定
を

行
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、

こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
を

考
慮
し
、
素
案
を
修
正
し
た
と
き

も
、
内
容
と
理
由
を
公
表
し
ま
す
。

な
お
、
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
・
提
出
先

　
市
民
活
動
推
進
課
市
民
安
全
班

　

（
93
）
１
１
１
４

　
〒
２
８
６

－

０
２
９
２（
住
所
不
要
）

　
ＦＡＸ
　（
93
）
９
９
５
４

　
sh

im
in

k
a
tsu

d
o
u
@

c
ity
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m
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国
民
健
康
保
険
税
額
は

加
入
資
格
の
状
況
に
よ
っ
て

増
減
し
ま
す

　

年
度
の
途
中
で
、
世
帯
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
人
が
異
動
（
出
産
・

死
亡
・
転
入
・
転
出
・
社
会
保
険

加
入
・
社
会
保
険
離
脱
な
ど
）
し

た
場
合
、
そ
の
都
度
税
額
が
増
減

■
１
次
試
験

（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験
）

　
日
程
…
９
月
21
日
（
日
）

　
場
所
…
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校

　
　
　
　

＜

佐
倉
市
城
内
町＞

■
２
次
試
験　

　

１
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

■
３
次
試
験
（
予
定
）　

　

２
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

■
職
種
・
募
集
人
員

○
消
防　

２
人
程
度

○
土
木
技
術
職
（
初
級
）
　
１
人
程
度

○
保
育
士　

１
人
程
度

○
幼
稚
園
教
諭　

１
人
程
度

○
保
健
師　

２
人
程
度

○
一
般
行
政
初
級
職（
身
体
障
害
者
）

　

２
人
程
度

■
受
験
資
格

▼
消
防

○
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
９

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

（
救
急
救
命
士
有
資
格
者
を
含
む
）

○
身
体
基
準
有
り

○
学
歴
不
問

▼
土
木
技
術
職
（
初
級
）

　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
学
歴
不
問

▼
保
育
士

○
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
７

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭

　

両
方
の
資
格
を
有
す
る
人
（
※
）

○
国
籍
不
問

▼
幼
稚
園
教
諭

○
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
７

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
幼
稚
園
教
諭
と
保
育
士

　

両
方
の
資
格
を
有
す
る
人
（
※
）

○
国
籍
不
問

▼
保
健
師

○
昭
和
49
年
４
月
２
日
～
平
成
６

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
保
健
師
資
格
を
有
す
る

　

人
（
※
）

○
国
籍
不
問

※
平
成
27
年
春
季
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
（
資
格
が

取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
採

用
を
取
り
消
し
ま
す
）

▼
一
般
行
政
初
級
職（
身
体
障
害
者
）

○
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
９

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

　

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度

　

が
１
～
６
級
で
、
通
勤
と
職
務

　

の
遂
行
に
介
助
者
を
必
要
と
せ

　

ず
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題

　

に
対
応
で
き
る
人

○
学
歴
不
問

■
申
込
書
配
布　

総
務
課
窓
口
で

配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■
申
込
み　

７
月
29
日
（
火
）
～

８
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
総
務
課

人
事
給
与
班
へ
提
出

（
郵
送
可
、
15
日
の
消
印
有
効
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

○
郵
送
先

〒
２
８
６

－

０
２
９
２

（
住
所
不
要
）

富
里
市
役
所
総
務
課
人
事
給
与
班

■
合
格
発
表

　

す
べ
て
の
受
験
者
に
結
果
を
通
知

市
民
法
律
相
談

　

相
続
、
夫
婦
関
係
、
相
隣
関
係

な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
、
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
　
原
則
と
し
て
、
毎
月
第

２
・
３
・
４
月
曜
日
、
午
後
１
時
～

４
時
に
実
施

今
月
の
日
時
・
場
所

　

14
日
（
月
）、
22
日
（
火
）、

　

28
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所
分
庁
舎
１
階
会
議
室

■
対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

■
相
談
内
容

○
相
続　

○
夫
婦
関
係

○
不
動
産
売
買
、
貸
借

○
交
通
事
故　

○
金
銭
貸
借

○
商
売
関
係　

○
労
働
問
題

○
刑
事
問
題　

○
環
境
問
題

　

な
ど

※
係
争
中
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
申
込
み

　

毎
月
５
日
か
ら
社
会
福
祉
課
窓

口
で
予
約
を
受
付

※
今
月
は
５
日
が
土
曜
日
の
た
め
、

７
日
（
月
）
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
厚
生
班

　

（
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）
４
１
９
２

障
害
基
礎
年
金
現
況
届

～
現
況
届
は

　
　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
～

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
毎
年
７
月
に
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

○
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
の
あ
る

　

傷
病
に
よ
っ
て
障
害
基
礎
年
金

　

を
受
け
て
い
る
人

○
障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し

　

た
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て

　

い
る
人

　

対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
現
況
届
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
か
を
年
に

一
度
確
認
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
き
は
年
金
の

支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

■
提
出
が
不
要
な
人

○
年
金
受
給
期
間
が
１
年
に
満
た

　

な
い
人

○
ほ
か
の
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

　

と
で
、
引
き
続
き
障
害
基
礎
年

　

金
の
支
払
い
が
全
額
停
止
に
な

　

る
人

問
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　

（
93
）
４
０
８
５

あれ？ちょっと・・？

こんなことに気づいたら
ご連絡ください
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発
達
が
気
に
な
る

　
子
ど
も
へ
の

　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
Ⅲ

　

子
ど
も
の
気
持
ち
や
行
動
を
う

ま
く
く
み
取
れ
ず
に
悩
む
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
家
の
講
義
を
受
け
、
子
ど

も
へ
の
関
わ
り
の
ヒ
ン
ト
を
一
緒

に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
日
程　

８
月
９
日
（
土
）

■
場
所　

も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
×
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル

＜

成
田
市
公
津
の
杜＞

　

■
費
用　

無
料

■
申
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
、
人

数
、
参
加
希
望
の
部
を
記
入
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

午
前
の
部

■
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

■
テ
ー
マ　

教
員
の
立
場
か
ら
、

　

「
学
校
で
の
支
援
を
中
心
に
…
」

■
講
師
　

　

西
村
則
子
さ
ん
（
県
立
四
街
道

特
別
支
援
学
校
教
頭
）

午
後
の
部

■
時
間　

午
後
２
時
～
４
時

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
～

■
テ
ー
マ　

医
師
の
立
場
か
ら
、

　

「
い
ろ
ん
な
発
達
い
ろ
ん
な
関

わ
り
～
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
に

は
…
」

■
講
師

　

前
本
達
男
さ
ん
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
コ
ス
モ
ス
の
花
理
事

長
・
国
保
旭
中
央
病
院
小
児
科
非

常
勤
医
師
神
経
発
達
外
来
担
当
）

問
・
申
込
先

　
印
旛
地
区
自
閉
症
協
会
事
務
局

　

・
ＦＡⅩ
　（
94
）
０
２
６
６

■重点目標

○子どもと高齢者の交通事故防止　

○自転車の安全利用の推進

　（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）

○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用

　の徹底

○飲酒運転の根絶

問県生活安全課　 ０４３（２２３）２２６３

の交通安全運動夏
～ 　お互いに　

　　　もてたらいいね

　　　　　　　思いやり　～

７月 20 日（日）～ 31 日（木） ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

○
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
近
く

　

を
通
る
と
き
は
、
ス
ピ
ー
ド

　

を
落
と
す
な
ど
思
い
や
り
を

　

も
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
な
ど

　

危
険
運
転
は
絶

　

対
に
止
め
ま
し

　

ょ
う
。

○
交
差
点
で
の
安
全
確
認
の
徹
底

　

と
防
衛
運
転
（
危
険
予
測
に
基

　

づ
く
運
転
）
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

○
雨
天
時
の
傘
差
し
、
携
帯
電
話

　

や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
使
用
な
ど
、

　

危
険
運
転
は
絶
対
に
止
め
ま

　

し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
点
検
・
整
備
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
自
転
車
事
故
被
害
者
を
救
済

　

す
る
た
め
の
各
種
保
険
制
度

　

（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
な
ど
）
を
活
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
に
余
裕
を
持
っ
て

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

問
市
民
活
動
推
進
課
市
民
安
全
班
　

（
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）
１
１
１
４

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

歩
行
者
の
違
反
に
よ
る
交
通

事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど   

　

を
使
い
な
が
ら
の
歩
行
は
、
周

　

り
へ
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
危

　

険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。。

○
遠
回
り
で
も
信
号
機
の
あ
る

　

交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必

　

ず
止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
確
認

　

を
し
、
横
断
の
後
半
で
は
左
側

　

か
ら
の
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３サ
ン

・
ラ
イ
ト
運
動
を
実
施
中

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
の

　
　
　
　

交
通
事
故
防
止
運
動

   

　

こ
の
運
動
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら

夜
間
に
か
け
て
多
発
し
て
い
る
歩

行
者
の
道
路
横
断
中
の
事
故
防
止

を
重
点
と
し
て
い
ま
す
。

①
ラ
イ
ト
（
前
照
灯
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
、
小
ま
め
な
切
り
替
え
を
す
る
。

②
ラ
イ
ト
・
ア
ッ
プ
（
目
立
つ
）

　

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
、

反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な
ど
の

活
用
す
る
。

③
ラ
イ
ト
（
右
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
右
か
ら
の
横
断

者
に
も
注
意
す
る
。

　　

３
つ
の
ラ
イ
ト
を
推
進
し
て
交

通
事
故
を
防
止
し
、
太
陽
（
サ
ン
）

の
よ
う
な
明
る
く
、
幸
せ
な
人
生

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止

を
心
掛
け
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
自
身
と
家
族
を
守

る
た
め
、
改
め
て
我
が
家
の
交
通
安
全
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

各
事
業
を
利
用
す
る
と
き
は
、

契
約
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
補
助
事
業

■
対
象
と
な
る
工
事

　

市
内
の
業
者
に
依
頼
す
る
工
事

※
市
内
に
本
店
の
あ
る
法
人
、
ま

た
は
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
主
が

対
象
で
す
。

■
補
助
費

　

20
万
円
以
上（
消
費
税
を
除
く
）

の
工
事
経
費
の
10
分
の
１
以
内

※
補
助
費
の
上
限
は
10
万
円
で
す
。

木
造
住
宅
耐
震

　【
診
断
・
改
修
】
費

　
　
　
　
　
　
補
助
事
業

■
対
象
と
な
る
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

▼
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

○
補
助
費

　

耐
震
診
断
経
費
の
３
分
の
２

※
補
助
費
の
上
限
は
８
万
円
で
す
。

▼
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

○
補
助
費

　

耐
震
診
断
に
基
づ
き
行
う
改
修

経
費
の
３
分
の
１

※
補
助
費
の
上
限
は
50
万
円
で
す
。

ご利用ください
補助事業

問・申込先

　都市計画課

　宅地建築班

　 （93）５１４８

　子どもたちが夏休みになるこの時期は、行楽シーズンによる

交通量の増加から、交通事故の発生が懸念されます。

　一人ひとりがルールを守り、交通事故防止を心掛けましょう。

主
な
改
正
内
容

①
消
火
器
の
準
備

　

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し

（
※
２
）
で
、
対
象
火
気
器
具
等

を
使
用
す
る
と
き
は
、
消
火
器
の

準
備
を
義
務
付
け
ま
す
。

※
２　

祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
な
ど
で
、
人
が
一
時
的
に

一
定
の
場
所
に
集
合
す
る
こ
と
で

混
雑
が
生
じ
、
火
災
が
発
生
し
た

場
合
の
危
険
性
が
高
ま
る
催
し
が

対
象
で
す
。

　

集
合
す
る
人
の
範
囲
が
近
親
者

に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
見
な

ど
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
場
合
や
、

幼
稚
園
で
父
母
が
主
催
す
る
餅
つ

き
大
会
の
よ
う
に
、
相
互
に
面
識

が
あ
る
人
が
参
加
す
る
催
し
は
対

象
外
で
す
。

②
指
定
催
し
の
指
定

　

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
で
、

大
規
模
な
も
の
と
し
て
消
防
長
が

定
め
る
要
件
（
※
３
）
に
該
当
す

る
も
の
を
「
指
定
催
し
」
と
し
て

指
定
し
ま
す
。
指
定
す
る
場
合
に

は
、
主
催
者
に
意
見
を
聴
い
た
う

え
で
書
面
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

※
３　

次
の
要
件
を
満
た
す
屋
外

催
し

○
1
日
の
人
出
予
想
が
10
万
人
以

　

上
の
催
し

○
露
店
な
ど
の
数
が
計
画
上
、
１
０
０

　

店
舗
以
上
の
規
模
の
催
し

③
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理

　

指
定
催
し
の
主
催
者
に
対
し
、

防
火
担
当
者
を
定
め
、
火
災
予
防

上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計
画
を

作
成
し
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業

務
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ま
す
。

④
露
店
な
ど
の
開
設
届
出

　

多
数
の
人
が
集
合
す
る
催
し
で
、

対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す
る
露

店
な
ど
を
開
設
す
る
場
合
は
、
消

防
機
関
へ
「
露
店
等
の
開
設
届
出

書
（
※
４
）」
の
届
出
を
義
務
付
け

ま
す
。

※
４　

届
出
は
、
催
し
の
主
催
者

ま
た
は
露
店
な
ど
の
開
設
の
統
括

者
が
、
事
前
に
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

⑤
罰
則

　

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
関

す
る
計
画
を
提
出
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
主
催
者
に
対
し
、
罰
則
を

科
す
る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

⑥
施
行
期
日

　

平
成
26
年
８
月
１
日
か
ら
施
行

し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

改
正
の
詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
火
災
予
防
条
例
を

　
　
　

一
部
改
正
し
ま
し
た

問
消
防
本
部
予
防
課
　

（
92
）
１
３
１
３

　

平
成
25
年
8
月
に
京
都
府
福
知
山
市
で
発
生
し
た
火
災
を
踏
ま
え
、

露
店
や
屋
台
な
ど
で
使
用
す
る
対
象
火
災
器
具
等
（
※
１
）
の
取
扱

い
に
関
す
る
規
定
の
整
備
と
屋
外
に
お
け
る
催
し
の
防
火
管
理
体
制

の
構
築
を
図
る
た
め
、
大
規
模
な
催
し
の
主
催
者
に
対
し
て
、
防
火

担
当
者
の
選
任
、
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
計
画
の
作
成
の
義
務
付

け
な
ど
、
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

※
１　

使
用
の
際
に
、
火
災
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
、
液
体
・
固
体
・

気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
や
電
気
を
熱
源
と
す
る
器
具

よ
り
安
全
な
行
事
運
営
を
行
う
た
め
に
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試
合
前
に
は
、
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
千
葉
へ
の
富
里
ス
イ
カ
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
口
に
設
置
さ
れ

た
テ
ン
ト
で
は
、
す
い
か
１
玉
が

当
た
る
抽
選
や
カ
ッ
ト
す
い
か
試

食
な
ど
が
行
わ
れ
、
試
食
を
し
た

来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
富
里
ス
イ

カ
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　５月30日に学士会館＜東京都千代田区＞で

開催された「全国市町村教育委員会連合会総会」

で、河田厚子さん（日吉台）が、教育委員とし

て多年にわたり教育の振興に尽くされた功績が

認められ、功労者表彰を受賞されました。

　歯の衛生週間期間中の６月５日、印旛郡市の「歯と口の健康週間　審査

会・表彰式」が開催されました。

　市内の各小・中学校から代表として参加した児童・生徒のうち「健歯児

童生徒の部」で林天音さん（富里南中３年）が優秀賞を受賞。また、市の

代表として参加した、80歳で20本以上の健康な歯を保っている「高齢

者の部」に和田セツさん（七栄）、３歳児歯科健診の中から「親と子の部」

に五十嵐友紀さん・友映ちゃん親子（立沢）が参加し、ともに優秀賞を受

賞しました。

　また、次の皆さんが入賞しました。

【小学校　ポスターの部】■第３位　星野　杏優（富里小６年）

【小学校　川柳の部】　　  ■第３位　長沼　遥月（富里南小５年）

【小学校　書写の部】　　 ■第３位　藤崎　莉乃（富里小６年）＜敬称略＞

▲

健歯児童生徒の部

　優秀賞

　林天音さん

健
　
康

きれいな歯で楽しい食生活

よい歯のコンクール

教
　
育

全国市町村教育委員会連合会功労者表彰

河田厚子さんが受賞

産　業

富
里
ス
イ
カ　

フ
ク
ア
リ
へ
！

フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
で
す
い
か
を
Ｐ
Ｒ

▲高齢者の部
　優秀賞の和田セツさん（右）と
　市歯科医師会から表彰された
　恒村アキヨさん（左）

親と子の部　優秀賞

　五十嵐友紀さん

　友映ちゃん

　
市
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
自
主
的
・
継
続
的

に
公
益
的
な
活
動
（
市
民
活
動
）
を
行
う
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
団
体
同
士
が

協
働
で
実
施
で
き
る
「
コ
ラ
ボ
部
門
」
の
新
設
や
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
部

門
」
の
対
象
範
囲
を
拡
充
し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
事
業

　

活
動
の
拠
点
が
市
内
に
あ
る
団

体
が
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
主

的
に
取
り
組
む
公
益
的
な
活
動
を

行
う
事
業
で
市
内
で
実
施
さ
れ
る

も
の

■
対
象
事
業
期
間

　

交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日

■
申
込
方
法

　

申
込
書（
※
）を
７
月
31
日（
木
）

ま
で
に
提
出

※
申
込
書
は
、
市
民
活
動
推
進
課

窓
口
・
日
吉
台
出
張
所
で
配
布
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

■
審
査
方
法

　

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

員
会
に
よ
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
審
査
し
ま
す
。
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
８
月
12
日

（
火
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

細
が
決
ま
り
次
第
、
申
請
団
体
へ

通
知
し
ま
す
。

市
民
活
動
支
援
補
助
金
　
第
２
次
募
集

　
市
民
活
動
を
行
う
団
体
を

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
市
民
活
動
と
は
、
よ
り
良
い
地

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け

て
、
自
分
の
意
思
で
取
り
組
む
社

会
貢
献
活
動
を
い
い
ま
す
。
共
通

の
目
的
を
持
っ
た
人
た
ち
が
結
束

し
て
、
市
民
活
動
を
続
け
る
も
の

が
「
市
民
活
動
団
体
」
で
す
。
市

民
活
動
団
体
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
、
区
長
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
商
工
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
の
一
つ
が

市
民
活
動
団
体
で
す
！

　
協
働
と
は
、
異
な
る
活
動
を
し

て
い
る
人
た
ち
が
、
共
通
の
目
的

を
持
っ
て
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
に
な
い
も
の
を
創
り
上
げ

て
い
く
こ
と
で
す
。

　

市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
地
縁

に
よ
る
団
体
・
事
業
者
と
市
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
互
い
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
連
携
や
協
力
し
合
い
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課

　
市
民
協
働
推
進
班

　

（
93
）
１
１
１
７

市

民

活

動

ど
ん
な
意
味

　
　
な
の
で
す
か

制度の概要

部門 キックオフ部門 チャレンジ部門 コラボ部門

概要
団体立上げ時期のための
補助

新規事業、既存事業を自立・
拡充させるための補助

他の団体と協働で事業を
実施するための補助

対象

【共通事項】
○市内に拠点を有する団体であること　
○市内で実施する事業であること
○同一事業について、富里市の財源による他の補助金などを受けていないこと

市民活動団体
（区・自治会などを除く）

市民活動を行う団体（区・自治会などが実施する
事業を含む市内で行われる社会貢献活動）

設立年数 立上げ予定～１年半 設立からの年数制限なし

補助回数 立上げ時期の１回のみ １事業２回まで

補助率

（限度額）

10/10
（５０，０００円）

２/３
（１５０，０００円）

２/３
（３００，０００円）

構成員 正会員５人以上
正会員５人以上の

団体同士

対象事業

○立上げのための実施事業
○構成員を募集する事業
○団体の目的達成のために
　実施する初めての事業

○新規事業
○既存事業の自立・拡充
※単なる既存事業は、
　対象となりません。

他の団体と協働で実施す
る事業

※前制度のステップアップ部門は、チャレンジ部門と統合しました。

と
は
、

協働は手と
手

を

つないでつく
る

も
の

成
田
空
港
周
辺
地
域
を

よ
く
す
る
活
動
を

応
援
し
ま
す

　

成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会

議
で
は
、
広
く
一
般
か
ら
成
田
空

港
周
辺
地
域
の
共
栄
に
つ
な
が
る

協
働
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
事
業
実

施
団
体
と
共
生
・
共
栄
会
議
の
共

栄
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
協
働

で
実
施
し
ま
す
。

　

成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会

議
は
、
地
域
と
空
港
の
関
係
を
よ

り
円
滑
に
す
る
た
め
に
平
成
21
年

発
足
し
た
組
織
で
す
。

■
対
象
事
業

　

成
田
空
港
周
辺
地
域
の
地
域
振

興
、
観
光
振
興
ま
た
は
景
観
形
成

な
ど
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
っ
て
、

対
象
地
域
の
う
ち
２
市
町
以
上
を

含
む
事
業
と
し
ま
す
。

■
対
象
地
域

　

富
里
市
、
成
田
市
、
山
武
市
、

香
取
市
、
多
古
町
、
芝
山
町
、
横

芝
光
町
、
栄
町
、
神
崎
町

■
実
施
期
間

　

11
月
１
日
（
土
）
～

　

平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）

■
負
担
金
の
額

　

１
事
業
に
対
し
負
担
金
と
し
て

交
付
す
る
額
は
１
０
０
万
円
以
下

■
選
定
事
業
数　

２
事
業

※
1
団
体
に
つ
き
選
定
さ
れ
る
事

業
は
１
事
業
で
す
。

■
募
集
期
限　

８
月 

25
日
（
月
）

　

申
込
方
法
や
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

H P

h
ttp

:/
/
w

w
w

.n
a
r
ita

-

　

k
y

o
u

s
e
i.g

r
.jp

/

問
成
田
空
港
地
域
共
生
・
共
栄
会
議

　

（
32
）
２
０
３
５

　

６
月
28
日
に
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー

ナ＜

千
葉
市
中
央
区＞

で
行
わ
れ
た

Ｊ
リ
ー
グ
「
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

千
葉
対
松
本
山
雅
」
戦
で
、
市
農
業

後
継
者
対
策
協
議
会
主
催
に
よ
る
、

す
い
か
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

？
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としょかんねっと

Toshokan
Net

問  ・申込先　市立図書館

　 （90）４
よ む よ む

６４６

－増刊号－

健康づくりの
応援団！

ー

タ

ン

セ

生

活

　

雑
誌
広
告
な
ど
を
見
て
開
運
グ
ッ
ズ
を
購
入
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
祈
祷
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
連
商
品
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
事
例
◆

　

雑
誌
の
広
告
を
見
て
、
９
千
円
の
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
購

入
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
名
前
を
書
い
て
こ
ち

ら
に
送
れ
ば
霊
能
者
が
運
勢
を
み
る
。」
と
言
わ
れ
た
。
試
し
に

送
っ
て
み
た
と
こ
ろ
「
先
祖
の
供
養
を
し
た
方
が
よ
い
。
し
な

い
と
親
や
子
供
に
災
い
が
降
り
か
か
る
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、
供

養
代
と
し
て
50
万
円
を
要
求
さ
れ
、
振
り
込
ん
だ
。

　

そ
の
後
も
祈
祷
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
、
３
０
０
万
円
振
り
込

む
よ
う
要
求
さ
れ
た
。「
誰
か
に
言
う
と
、
そ
の
人
に
も
災
い
が

降
り
か
か
る
の
で
話
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

あ
ま
り
に
高
額
な
請
求
に
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

始
め
た
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス
◆

お
金
を
多
く
払
う
こ
と
で
運
が
開
け
た
り
幸
せ
に
な
っ
た
り

　

す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
、
不
安
を
あ
お
る
よ
う

　

な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

電
話
で
勧
誘
さ
れ
て
契
約
し
た
祈
祷
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
は
、

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

事
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
、
勧
誘
時
に
恐
怖
を
感
じ
る

　

こ
と
が
あ
れ
ば
警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
契
約
な
ど

消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
専
門
の
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
／

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
場
所
　
市
役
所
分
庁
舎
２
階

問
・
相
談
先

　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

（
93
）
５
３
４
８

●
「
災
い
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
不
安
に
な
っ
て
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
運
商
法
に
注
意
！
」
の
巻

消 費 生 活
相談コラム

120

は
い
、
こ
ち
ら

で
す
！

ー

タ

ン

セ

費

消

生

活

　市内には古くから継承され、現在でも久能・駒形神社で開催されている

まつりがあります。講座では、近年発見された獅子についても紹介します。

伝統ある郷土芸能について学んでみませんか。

 　　

○ 月～土曜日

　午後７時～翌朝午前６時

○ 日曜日・祝日（年末年始含む）

　午前９時～午後５時／

　午後７時～翌朝午前６時

　夜間や休日の急な発熱やけがなどを診察

し、応急処置をします。

【内科・小児科】

診療日…毎日

　　　　午後７時～11時

　　　　日曜日・祝日

　　　　午前10時～午後５時

【外科・歯科】

診療日…日曜日・祝日

　　　　午前10時～午後５時

■電話で症状を知らせてください。症状に

よっては、他の医療機関を紹介します。

　看護師と小児科医が、電話で相談に応じ

ます。

○毎日　午後７時～10時

ドクターガイド

【一般急病診療】
成田市急病診療所（成田市赤坂）

(27）１１１６

【小児初期急病診療（15 歳まで）】

印旛市郡小児初期急病診療所
（佐倉市江原台・佐倉市健康管理センター内）

０４３（４８５）３３５５

保険証をお持ちください

こども急病電話相談
♯８０００

ダイヤル回線からは…

０４３（２４２）９９３９

－増刊号－

　富里南小学校区では、各地区で老人会などの健康講座を、立沢台では子

育て交流会を年に数回実施していく予定です。

　これからも皆さんの身近な会場で健康づくりのお手伝いをしていきます

ので、よろしくお願いいたします。

■富里南小学校区保健推進員

前列左から）

吉田幾久子・　森田郁子

後列左から）

伊藤美佐子・柳田廣子

【中本孝子・相川 子・

 石橋節子・小川貞子・

 須藤富美子・鈴木吟子】

　　　　　　　　＜敬称略＞

～ 地域健康づくりのサポート役 ～

　　富里市地区保健推進員です！

地区保健推進員活動記④『富里南小学校区』編

ブックトリップ　～本の旅～
　としょかんだより「本はともだち」は、本の旅へのパスポート！みんな

で本の旅に出てみよう！

■期間　７月 20 日（日）～ 10 月 31 日（金）※休館日を除く

■対象　市内各小・中学校児童生徒

■内容　「本はともだち」にのっている本を読んだら、図書館の人に「読

みました！」と言って、その本の質問を受けてください。各小・中学校の

図書室でも先生が質問しますので、図書館と学校のどちらでも参加できま

す。

＜質問例＞こぶたくんは、だれとかくれんぼをしましたか？

　　　　　答え：お父さん（「こぶたくん」/ 童話館より）

　質問に答えられたら、パスポートにスタンプを１つ押します。決められ

たスタンプ数を集められた人には『ブックトラベラー』として認定証を贈

ります。

※ブックトリップのパスポートは、夏休みの前に各小・中学校を通じて

配布します。パスポートの再発行はできませんので、なくさないように大

切に保管してください。

夏休み特別映画会　~ かがくあそびきょうしつ～

　かがくに関する上映会です。会場には、家でもかんたんにできるおもし

ろい実験や工作の本も展示します。本の貸し出しもできますので、ぜひ夏

休みの宿題に役立ててください！

■日時　７月 30 日（水）午後３時～（開場：午後２時 30 分）

■場所　市立図書館２階ＡＶホール

■内容　でんじろう先生のかがく３～静電気と風船編～

■費用　無料　■定員　先着 80 人 ※直接会場に来てください。

■日時　７月 27 日（日）午前 10 時～ 11 時 30 分

■場所　市立図書館２階ＡＶホール

■講師　林田利之さん（元印旛郡市文化財センター調査研究員）

■費用　無料　■定員　先着 80 人

■申込み　７月 26 日（土）までに、電話または図書館５番カウンター　

　　　　　にて受付

富里歴史講座

　富里の三匹獅子舞　

　　―消えた獅子を探して―

のおたのしみ夏 ～その２～としょかん

　楽しい行事を用意して皆さんをお待ちしています！



くらし

平成 25 年版富里市統計書

　市ホームページの「市政情報」に

市の人口や農業、産業、教育、行財

政などをまとめた統計資料を掲載し

ています。

　また、市役所玄関ロビー、日吉台

出張所、市立図書館で閲覧できるほ

か企画課窓口で販売しています。

価格…１冊５００円

問企画課企画統計班

　 （93）１１１８

ヘビ・スズメバチは駆除業者へ

　市では、ヘビやスズメバチの巣の

駆除は行っていません。

　これらを発見したときは業者に駆

除を依頼するなど、適正な土地の管

理を心掛けてください。

駆除依頼先…

　千葉県害虫防除協同組合

　 ０４３（２２１）００６４

問環境課環境衛生班

　 （93）４９４５

気を付けて！
水辺は危険がいっぱい

　印旛沼周辺には、農業用排水のた

めの施設や洪水を防ぐための施設が

たくさんあります。

　毎年夏休みに入ると、このような

施設での死亡事故が新聞やテレビな

どで報道されます。子どもたちはど

のような場所が危険なのか判断でき

ません。

　水辺付近で遊んでいたり、釣りを

している子どもを見つけたら注意し

てあげてください。

問印旛沼土地改良区

　 ０４３（４８４）１１５５

平成 26 年度
入国警備官採用試験

　インターネットによる申込みがで

きます。受験資格など、詳しくはホー

ムページで確認するか問い合わせて

ください。

試験日程…

○１次試験　９月 28日（日）

○２次試験

　10月28日（火）～30日（木）のうち、

　１次試験合格通知書で指定する日

最終合格発表…11月 25日（火）

申込み…７月22日（火）午前９時

～31日（木）までにホームページ

から申込みデータを送信（31日受

信有効）

●採用試験インターネット申込み

　http://www.j inj i -sh iken.go.jp/

　juken .html

問東京入国管理局

　   03（５７９６）７１１１　

子育て

ほっかほかクラブ

　みんなで楽しく自由に遊びましょう！

日時…７月 28日（月）

　　　午前10時～正午

場所…北部コミュニティセンター

　　　２階和室

対象…３歳までの幼児と保護者

費用…１家族１００円

問日吉台地区社会福祉協議会　石井

　 （92）２０７１

イベント
印旛郡市文化団体連絡協議会
文化フォーラム

日時…７月 19日（土）

　　　午前９時30分～

場所…印西市文化ホール＜印西市大森＞

内容…舞踊、歌謡などの舞台発表

費用…無料　申込み…不要

問佐倉市文化団体連絡協議会　横田

　 ０４３（４８５）６６９９

サマーコンサート

　おなじみの名曲や本格派クラシッ

ク、童謡など、子どもから大人まで

楽しめるコンサートです。

日時…７月 23日（水）

　　　午後１時30分～

場所…もりんぴあこうづ

　　　ＭＯＲＩ×ＭＯＲＩホール

　　　＜成田市公津の杜＞

内容…ピアノ、チェロ、ソプラノに

　　　よるソロとアンサンブル演奏

費用…中学生以上　１，０００円

　　　小学生以下　　 ５００円　

問・申込み

　小原　 （92）６３９３

ご存じですか？中退共の退職金制度

　中退共制度は、中小企業のための

国の退職金制度です。パート勤めの

人も加入できます。

■国の制度だから安心・確実！

○新規加入や掛金月額を増額する場

　合、掛金の一部を国が助成します

○掛金は全額非課税で、手数料もか

　かりません。

■外部積立型だから管理が簡単！

○従業員ごとの納付状況や退職金試

　算額を事業主にお知らせします

○従退職金は、中退共から直接従業

　員への支払いとなります

　詳しくは問い合わせてください。

問 勤労者退職金共済機構

　中小企業退職金共済事業本部

　 03（６９０７）１２３４

募  集
わが家の犬・猫写真コンクール

　愛犬・愛猫の写真にコメントを付

けて応募してください。

応募資格…県内在住の人

（プロ、アマチュア、年齢は不問）

規格…Ｌ判

申込み…

　８月31日（日）【必着】までに写

真（３枚まで）の裏面に住所、氏名、

電話番号を記入し、しつけなど適正

飼育についてのコメント（４００字

以内）を添付して郵送

※作品は原則として返却しません。

その他…優秀作品は、９月開催の動

物愛護週間のイベント会場に展示し、

表彰します。

問・申込先

　 県動物保護管理協会

　 ０４３（２１４）７８１４

　〒２６０ー０００１

　千葉市中央区都町４６３ー３

広報とみさとは、再生紙、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

公民館

使用申請のお知らせ

■８月１日（金）から受付

　公民館棟の11月使用分、講堂棟

の平成27年２月使用分の使用申請

書の受付が始まります。

　１日（金）の午前８時30分まで

に複数の人が申請に来たときは、申

請の受付順を決める抽選を行います。

　なお、受付時間は、午前８時30分

～午後５時 15分までです。

問中央公民館　 （92）１２１１

　放課後、保護者などが就労などで家庭にいない児童を預かり、室内外

での遊びや生活指導、余暇指導を行う指導員を募集します。詳しくは問

い合わせてください ｡

根木名学童クラブの指導員を募集します

相  談
　

ひとりで悩まず相談を！

　投資勧誘やヤミ金融などの無料相

談を実施しています。

○投資勧誘相談

　 ０４３（２５１）７２１４

○ヤミ金融相談　

　 ０４３（２５１）７２１４

○多重債務相談

　 ０４３（２５１）７８３０

問関東財務局千葉財務事務所

　 ０４３（２５１）７２１４

仲間募集
　

　「広報とみさと」では、市内の公共

施設で活動しているサークルなどの

仲間募集記事を受け付けています。

　紙面の関係上、掲載できないこと

もありますのでご了承ください。

　詳しくは問い合わせてください。

問・申込先

　秘書広報課秘書広報班

　  （93）１１１２

小学生公式ドッジボール
“ゴールドスター”

　ドッジボールが好きな小学生は、

ぜひ体験に来てください。

日時…①毎週土曜日

　　　　午前９時～午後１時

　　　②毎週日曜日

　　　　午前９時～午後５時

場所…①浩養小学校体育館

　　　②洗心小学校またはその他の

　　　　体育館

費用…月会費２，０００円

持ち物…体育館履き、水筒、　　　

　　　　　運動のできる服、着替え

問渡辺　

　 ０９０（２２３１）４０３９

対象…年齢不問（保育士または教員資格所持者歓迎）

賃金…時給８７０円（試用期間の6か月間は、８５０円）

勤務時間…○月～金曜日のうち、1～３日程度　

　　　　　　午後１時30分～６時30分

　　　　　○春・夏・冬休み期間のうち週３日程度　

　　　　　　午前8時～午後6時30分のうち５時間程度

　　　　　　（労働時間などにつきましては、相談に応じます）

問根木名学童クラブ（根木名小学校敷地内）

   （91）１２８８（月～金曜日、午後3時～6時）

※根木名小学校では問い合わせに対応できません。

H P

6
情報ネット


